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ボクサ(セ リ科)、オオバナノセンダングサ(キ ク科)、ヤブマオ属の一種(イ ラクサ科)、シ
ソ科の一種、キヌラン属の一種(ラ ン科)の6種 であった。また、1936年の調査以降、標本














2007年は維管束植物の植物相 と植生調査を4名 の専門家で調査 したが、2017年の本調査で
は、ほぼ同じ人員でコケ植物 ・地衣類 ・きのこ類まで調査範囲を広げたため、踏査ルー ト
沿いに生育する分類群の網羅的な標本採集は行わずに、特定の分類群を対象に調査を実施
した。本稿では1)今 回の調査で新たに生育が確認された種、2)発 見が期待 されていた
種、3)外 来植物の生育状況について報告 し、南硫黄島の維管束植物相の補完 を行 うこと
を目的 とした。
2.材料と方法
本調査で踏査 したルー トは、2007年の現地調査 藤 田ほか、2008)とほぼ同じである。踏
査ルー ト沿いや植生調査地点で確認された維管束植物の中から、これまでの調査で記録が無

























標高500mの開 けた岩 場において数 個体の生育を確 認 した。本種 は本州 ～琉球 ・小笠 原、
東 アジア ・熱帯ア ジア ・南ア フ リカ ・アメ リカ に広 く分布す る(大 橋他、2017)。火 山列島で
は、初 めて の報告で ある。
・オオバナノセンダングサBidenspilosaL.var.radiataSch.Bip.(キク科)
標高10mか ら標高500mまでの開けた岩場において、少なくとも十数株の生育を確認し
た。本種は19世紀中頃に園芸 目的で導入され、現在は四国 ・九州南部～沖縄 ・小笠原諸島に




ト沿いに頻繁に出現 していたにも関わらず、これまで全 く記録がなかったことか ら、海鳥に
種子が付着するなどして、2007年以降に南硫黄島に定着 した可能性が示唆される。
・ヤブマオ属の一種Boehmeriasp.(イラクサ科)
標高900m付近の トキ ワイヌ ビワやガ クアジサイが優 占す る林 の林縁 で生育を確 認 した。
これ まで南硫黄 島のヤブマオ属 の植 物は、 ラセイ タソウ(Boehmen'ahiloba)、オガサ ワラモ
クマオ(Boehmeriaboninensis)、ナンバ ンカラムシ(Boehmerianivea)、北硫 黄島ではオガサ
ワラモ クマオ(Boehmeriaboninensis)のみが記録 されてい るが、葉 の形や花序 の形態 がいず
れ にも該 当 しない。また、大場(1983)でイ ワガネ と同定 され、藤 田(2008)でカ ラムシ属
の一種 と修]Eされた標 本 とも形態的な特徴が明 らかに異なってい る。今後 、標本 とDNA資









ダウチムニンヘゴに着生 している複数株を確認 した。いずれも本葉が3枚 ほど展開したばか







本葉が2枚 ほど展開したばか りの非開花個体であったため、生きたまま持ち帰 り、国立科学







傾斜がある灌木林の周辺の 日当た りが良く、土壌があま り発達していない場所に生育してい
た。周囲にはラン科植物のキンギンソウの他、ヒサカキ、ナンバンカラムシ等の中低木が生
育 していた。踏査調ルー トが限られているため、島内全体にどれほどの個体が生育している





認 された植物である。本種は小笠原に古くから帰化 し、智島 ・弟島 ・父島 ・東島 ・南島 ・母
島 ・硫黄島に分布を拡大 しつつあるため、南硫黄島においても急速な分布拡大が懸念されて
いる。今回の調査では踏査ルー ト沿いを中心に生育状況の把握を行った。標高10-500mにお
いて生育を確認 し、特に100-200m付近の踏査ルー ト沿いに多数の生育を確認 した(図1)。
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図1.オ オ バ ナ ノ セ ン ダ ン グ サ(■)と シ ン ク リ ノ イ ガ(●)の 分 布
Figure.1.DistributionofBidensρilosavar.radiata(■)andCenchrusechinams(●)
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